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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第63期
第２四半期
連結累計期間

第64期
第２四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 14,011,393 14,749,981 28,130,123

経常損失(△) (千円) △18,289 △143,277 △22,293

当期純利益又は四半期純損失
(△)

(千円) △42,050 △184,260 4,470

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △62,623 △116,601 156,486

純資産額 (千円) 2,108,263 2,210,673 2,327,275

総資産額 (千円) 11,509,834 11,210,116 11,593,173

１株当たり当期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) △4.09 △17.94 0.44

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 18.3 19.7 20.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 204,584 △27,968 434,201

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △107,607 △117,992 △132,178

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △334,327 819 △540,814

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,374,408 1,227,824 1,372,966

　

回次
第63期
第２四半期
連結会計期間

第64期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △3.72 △7.42

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済対策や金融政策により円安・株高が進

行し、一部に景気回復の兆しが見られましたが、個人所得や個人消費の回復は限定的となり、先行き不

透明な状況が続きました。

当業界におきましては、急激な円安による物価上昇や消費増税等による消費者の生活防衛意識が高ま

る中、業界における企業間競争がさらに激化し、厳しい状況で推移いたしました。

このような状況の中で、当社グループは今年度の新商品を中心に売上の拡大を図るとともに、生産ラ

インの見直しによる製品の歩留り改善や労働時間の短縮及び商品の統廃合等を推進し、コスト削減に努

めてまいりました。また、食肉部門におきましては、北米産のブランド牛肉・豚肉の拡販に努め食肉部

門の売上回復を図ってまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、食肉加工品についてはソーセージ等の新商品及び

生ハム類の売上高が好調に推移し、売上高は増加いたしました。食肉部門につきましても相場の回復や

輸入食肉の販売強化を図ったことにより売上高は増加いたしました。その結果、売上高は147億49百万

円（前年同期比5.3％増）となりました。

損益面につきましては、人件費等の製造コストの削減に努めましたが、原材料等の価格上昇及び電力

料金や物流費等の販売費の増加要因により営業損失１億75百万円（前年同期19百万円の営業損失）、経

常損失１億43百万円（前年同期18百万円の経常損失）、四半期純損失１億84百万円（前年同期42百万円

の四半期純損失）の計上となりました。

部門別の概況は次のとおりであります。

食肉加工品部門

食肉加工品部門につきましては、ハム類等既存商品の売上は伸び悩みましたが、生ハムや新商品の拡

販を図ったことによりこの部門の売上高は増加いたしました。この結果、この部門の売上高は59億43百

万円（前年同期比3.8％増）となりました。

惣菜その他加工品部門

惣菜その他加工品部門につきましては、ハンバーグ等の既存商品の売上が伸び悩んだため、この部門

の売上高は減少いたしました。この結果、この部門の売上高は20億20百万円（前年同期比5.2％減）と

なりました。
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食肉部門

食肉部門につきましては、食肉一次加工品の売上は伸び悩みましたが、輸入牛肉及び輸入豚肉はブラ

ンド商品の拡販に努め売上高は増加しました。国産牛肉・豚肉についても、相場の回復と販売の回復に

より増加いたしました。この結果、この部門の売上高は67億34百万円（前年同期比10.4％増）となりま

した。

その他部門

その他部門につきましては、売上高は50百万円（前年同期比0.5％減）となりました。
　

なお、第１四半期連結累計期間より事業部門別の区分を変更しており、各事業部門別の比較について

は、変更後の区分に組み替えた数字で比較しております。

　

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ３億83百万円減少し、112億10百

万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金の減少によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ２億66百万円減少し、89億99百万円

となりました。これは主に、短期借入金の増加はありましたが、買掛金及び長期借入金が減少したこと

によるものであります。

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ１億16百万円減少し、22億10百万

円となりました。これは主に、その他有価証券評価差額金の増加はありましたが、四半期純損失計上に

より利益剰余金が減少したことによるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年

度末に比べ１億45百万円減少し12億27百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果支出した資金は、27百万円（前年同期２億４百万

円の収入）となりました。これは主に売上債権の減少はありましたが、税金等調整前四半期純損失の計

上と仕入債務の減少が大きかったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果支出した資金は、１億17百万円（前年同期比

9.7％増）となりました。これは主に、有形固定資産及び無形固定資産の取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果得られた資金は、０百万円（前年同期３億34百万

円の支出）となりました。これは主に長期借入金の返済による支出はありましたが、短期借入金が増加

したことによるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は23百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 39,760,000

計 39,760,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,510,000 10,510,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は
1,000株であります。

計 10,510,000 10,510,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年９月30日 ― 10,510 ― 1,080,500 ― 685,424
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社滝沢興産 栃木県栃木市泉川町556番地 3,920 37.29

滝沢ハム取引先持株会 栃木県栃木市泉川町556番地 700 6.66

福留ハム株式会社 広島県広島市西区草津港２丁目６番75号 500 4.75

株式会社足利銀行 栃木県宇都宮市桜４丁目１番25号 378 3.59

瀧澤太郎 栃木県栃木市 300 2.85

瀧澤悦子 栃木県栃木市 300 2.85

株式会社常陽銀行
（常任代理人　日本マスタート
ラスト信託銀行㈱）

茨城県水戸市南町２丁目６番75号
（東京都港区浜松町２丁目11番３号）

250 2.37

上野さり 東京都練馬区 226 2.15

株式会社マルハニチロ畜産 東京都江東区豊洲３丁目２番20号 220 2.09

吉田潤子 東京都中野区 219 2.08

岩井由紀子 東京都渋谷区 219 2.08

計 ― 7,232 68.81

(注) 上記のほかに当社保有の自己株式240千株（発行済株式総数に対する所有割合2.28％）があります。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

240,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,267,000
10,267 ―

単元未満株式
普通株式

3,000
― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 10,510,000 ― ―

総株主の議決権 ― 10,267 ―
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② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
滝沢ハム株式会社

栃木県栃木市泉川町
556番地

240,000 ― 240,000 2.28

計 ― 240,000 ― 240,000 2.28

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　

役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役
業務改善推進室長

常務取締役泉川工場長 斎　藤　信　明 平成25年９月２日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、聖橋監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,604,919 1,459,860

受取手形及び売掛金 3,043,343 2,644,506

商品及び製品 1,131,226 1,227,368

仕掛品 162,500 177,445

原材料及び貯蔵品 182,290 206,361

繰延税金資産 53,392 48,832

その他 52,042 39,896

貸倒引当金 △4,914 △4,222

流動資産合計 6,224,799 5,800,047

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,393,551 1,397,085

機械装置及び運搬具（純額） 190,197 171,693

土地 1,842,375 1,840,686

リース資産（純額） 430,784 392,549

その他（純額） 78,790 86,574

有形固定資産合計 3,935,700 3,888,588

無形固定資産 60,788 72,545

投資その他の資産

投資有価証券 1,108,984 1,215,988

繰延税金資産 7,765 －

その他 262,033 257,011

貸倒引当金 △6,897 △24,066

投資その他の資産合計 1,371,885 1,448,933

固定資産合計 5,368,373 5,410,068

資産合計 11,593,173 11,210,116
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,753,389 2,590,571

短期借入金 2,877,608 3,105,896

リース債務 121,659 125,152

未払法人税等 20,969 16,225

賞与引当金 82,801 81,542

訴訟損失引当金 37,000 －

その他 895,829 754,321

流動負債合計 6,789,257 6,673,709

固定負債

長期借入金 1,311,027 1,145,565

リース債務 349,804 305,432

繰延税金負債 58,586 95,417

退職給付引当金 578,682 559,196

役員退職慰労引当金 131,737 2,645

環境対策引当金 10,555 10,555

その他 36,248 206,922

固定負債合計 2,476,641 2,325,732

負債合計 9,265,898 8,999,442

純資産の部

株主資本

資本金 1,080,500 1,080,500

資本剰余金 685,424 685,424

利益剰余金 452,579 268,318

自己株式 △3,975 △3,975

株主資本合計 2,214,528 2,030,268

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 112,746 180,405

その他の包括利益累計額合計 112,746 180,405

純資産合計 2,327,275 2,210,673

負債純資産合計 11,593,173 11,210,116
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 14,011,393 14,749,981

売上原価 11,550,933 12,406,887

売上総利益 2,460,459 2,343,094

販売費及び一般管理費
※ 2,479,599 ※ 2,519,027

営業損失（△） △19,140 △175,933

営業外収益

受取利息 59 138

受取配当金 11,223 12,108

補助金収入 2,708 1,487

受取賃貸料 10,425 13,387

クレーム補償金収入 － 14,980

設備負担金収入 － 8,585

その他 13,000 11,703

営業外収益合計 37,418 62,391

営業外費用

支払利息 32,920 29,679

その他 3,646 56

営業外費用合計 36,567 29,735

経常損失（△） △18,289 △143,277

特別利益

損害賠償金収入 21,390 6,784

特別利益合計 21,390 6,784

特別損失

固定資産除却損 10,795 3,346

減損損失 1,080 1,717

投資有価証券評価損 344 －

訴訟関連費用 － 23,000

特別損失合計 12,220 28,064

税金等調整前四半期純損失（△） △9,119 △164,556

法人税、住民税及び事業税 8,429 7,378

法人税等調整額 24,501 12,325

法人税等合計 32,930 19,703

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △42,050 △184,260

四半期純損失（△） △42,050 △184,260
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △42,050 △184,260

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △20,572 67,658

その他の包括利益合計 △20,572 67,658

四半期包括利益 △62,623 △116,601

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △62,623 △116,601
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △9,119 △164,556

減価償却費 163,226 165,942

減損損失 1,080 1,717

引当金の増減額（△は減少） △42,725 △6,643

受取利息及び受取配当金 △11,283 △12,246

支払利息 32,920 29,679

固定資産除却損 10,795 3,346

投資有価証券評価損益（△は益） 344 －

損害賠償金収入 △21,390 △6,784

訴訟関連費用 － 23,000

未払消費税等の増減額（△は減少） △61,565 △11,563

売上債権の増減額（△は増加） 32,257 380,527

たな卸資産の増減額（△は増加） △107,402 △135,157

仕入債務の増減額（△は減少） 195,688 △162,817

その他の資産の増減額（△は増加） 3,898 34,771

その他の負債の増減額（△は減少） 59,154 △77,579

その他 △8,736 △7,308

小計 237,142 54,326

利息及び配当金の受取額 11,283 12,246

損害賠償金の受取額 21,390 6,784

訴訟関連費用の支払額 － △60,000

利息の支払額 △33,563 △29,944

法人税等の支払額 △31,668 △11,381

営業活動によるキャッシュ・フロー 204,584 △27,968

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △86,230 △95,709

有形固定資産の売却による収入 13,000 －

固定資産の除却による支出 △2,861 △1,999

無形固定資産の取得による支出 △28,950 △18,644

投資有価証券の取得による支出 △2,417 △2,514

貸付けによる支出 △2,350 △1,600

貸付金の回収による収入 2,212 2,277

定期預金の増減額（△は増加） △10 △82

その他 0 281

投資活動によるキャッシュ・フロー △107,607 △117,992

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △20,000 250,000

長期借入金の返済による支出 △230,088 △187,174

配当金の支払額 △30,602 △131

その他 △53,637 △61,875

財務活動によるキャッシュ・フロー △334,327 819

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △237,350 △145,141

現金及び現金同等物の期首残高 1,611,758 1,372,966

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 1,374,408 ※ 1,227,824
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【注記事項】

(追加情報)

（役員退職慰労金制度の廃止）

当社は、平成25年６月27日開催の定時株主総会において、経営改革の一環として、役員退職慰労金制

度廃止に伴う打切り支給（支給の時期は各取締役及び監査役の退任時）を決議いたしました。

これに伴い、第１四半期連結会計期間において、当社の「役員退職慰労引当金」130百万円を取崩

し、打切り支給に伴う未払額を固定負債の「その他」に含めて表示しております。

　

(四半期連結損益計算書関係)

　※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

販売手数料 323,929千円 340,746千円

運送費 209,754　 214,295　

支払運賃 296,602　 295,050　

給料手当 613,045　 594,699　

賞与引当金繰入額 36,571　 44,010　

退職給付費用 63,121　 59,201　

役員退職慰労引当金繰入額 9,849　 3,570　

貸倒引当金繰入額 △2,256　 16,477　

減価償却費 39,818　 45,127　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金 1,606,349千円 1,459,860千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△231,941　 △232,035　

現金及び現金同等物 1,374,408千円 1,227,824千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 30,809 3.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、食肉加工品・惣菜その他加工品の製造及び販売、食肉の加工及び販売並びにこれに

付随する業務を事業内容としており、これらを統合し食肉及び食肉加工品の製造・販売を単一のセグメ

ントとして事業を行っております。そのため、セグメント情報については記載を省略しております。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △4円09銭 △17円94銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失金額(△)　(千円) △42,050 △184,260

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失金額(△)　(千円) △42,050 △184,260

普通株式の期中平均株式数(千株) 10,269 10,269

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

平成21年７月２日、当社従業員が出勤途上、乗用車を運転したまま入水、死亡した事故に関し、その

従業員の遺族から平成24年６月27日に損害賠償請求訴訟（仙台地方裁判所　請求額74,235千円）を提起

され、係争中でありましたが、平成25年７月25日に和解が成立しております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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聖橋監査法人

指定社員
業務執行社員

　公認会計士   松　　田　　信　　彦   印

指定社員
業務執行社員

　公認会計士   松　　浦　　大　　樹   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年11月14日

滝沢ハム株式会社

取締役会  御中

　

　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている滝
沢ハム株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、滝沢ハム株式会社及び連結子会社の平成25
年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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